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歯槽堤の形態的変化を観察するため，骨移植後 1 ， 2 , 3 , 5 カ月の各期聞において，印象採
得を行ない，石膏模型を作製した。乙の各期間の模型を一定の部位で切断し，切断面の規格写真
を撮影し計測を行なった。この模型の位置規格および計測のための基準点として右側第 3 切歯切






は比較的急激に変化するが， 3.._ 5 カ月ではその変化は緩徐となり，ほぼ恒常状態を維持するよ
うな傾向がみられた。また，骨移植後 5 カ月では， 1 カ月の値を基準として，その約90%が残存
していた。つぎに，歯槽堤の幅径については，骨移植後 2-3 カ月までは急激に変化するが， 3 
-5 カ月ではその変化は緩徐となり，ほぼ恒常状態を維持するような傾向がみられた。また，骨
移植後 5 カ月では， 1 カ月の値を基準にして，その約80%が残存していた。つぎに，歯槽頂の頬
舌的な位置については，歯槽頂は， しだいに頬側へ移動してゆく傾向にあり，骨移植後 5 カ月で




恒常状態を維持するような傾向がみられ，骨移植後 5 カ月では， 1 カ月の値を基準にして高径で
はその約90%，幅径においてはその約80%が残存する乙とを明らかにする乙とができた。
論文の審査結果の要旨
本研究は，骨移植による歯槽形成を研究したものであるが，従来，ほとんど行なわれなかった
骨移植後の歯槽堤の形態的変化について重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認め
る。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
